
令和 8 年 4 月 日 

令和８年度（第 61 回）剣道中央講習会『報 告』 

 

 

                   官公庁剣道連盟理事長 谷口茂樹 

 

１． 目 的 

剣道の普及・発展のため、全日本剣道連盟と各都道府県剣道連盟及び全国組織剣道関係団体との意

思の疎通を図るとともに、指導法・審判法について共通の理解を得ることを目的とする。 

２．日 時  令和 8 年 4 月 4 日（土）～4 月 5 日（日）2 日間 

３．会 場  日本武道館研修センター （千葉県勝浦市） 

４．主 催  公益財団法人 全 日 本 剣 道 連 盟 

５．役員・講師 

  役 員  真砂会長、藤原副会長、中谷副会長兼専務理事、蒔田副会長、濱﨑常任理事 

講 師  香田郡秀範士、松田勇人範士、山中洋介範士、奈良 隆教士、宇賀神良博教士、   

越智小枝医・科学講師  中 村 充教士（幹事） 

６．受講者６５名 ４７都道府県（各都道府県各１名、全国組織各１名）オブザーバー1 名を認める。  

＊受講者資格：剣道教士七段以上、各都道府県剣道連盟及び全国組織剣道団体の運営及び指導的立場に

ある専務理事・理事長又は各団体が認める同等の責任者（各団体１名） 

官公庁剣道連盟谷口茂樹理事長、中原 泉指導員（東京自衛隊）が参加。 

 

７．日 程 

○4 月 4 日（土）13：30 開講式～17：20  

① 開講式                     真砂会長挨拶 

② 令和 8 年度全剣連の事業計画他          中谷副会長兼専務理事 

③ 試合・審判法（現状の課題他）          香田講師・宇賀神講師 

④ 指 導 法（基本指導の留意点他）         松田講師・山中講師 

⑤ 稽古研鑽会                   講師、講習生 

 

○4 月 5 日（日）8：45～12：30 

⑥剣道普及に対する取り組み            奈良講師 

（剣道未来のプロジェクトの活動他）  

⑦指導法及び救急対応               松田講師、越智講師 

 （怪我の防止及び救急対応他 

⑧日 本 剣 道 形 他               松田講師、山中講師 

⑥ 質疑応答（事例発表）                 濱﨑普及委員長 

⑦ 閉 講 式 12：10～           
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○開講式 13 時 30 分 

真砂会長挨拶：本講習会は、全日本剣道連盟の決定事項を的確に伝達することを目的とし令和 8 年

度始めに開催する最も重要な講習会であります。 

令和 8 年度も全日本剣道連盟の事業を実施にあたって各都道府県剣道連盟、全国組織団体の御協力

を御願いします。この講習会での年度の重要な事柄を持ち帰り各団体に確り伝達・指導して頂きた

い。 以上 

 次に・役員、講師及び幹事の紹介がされ開講式が終了した。 

 

【講 議】 

令和 8 年度全剣連の事業計画他【全剣連の現状・課題】中谷副会長兼専務理事 

1．大会・講習会 

・全剣連主催大会は例年のとおり実施する。  

・26 年 11 月 全日本剣道選手権大会（男女同時開催）は、令和 8 年 11 月３日昨年同様開催の予定。 

・国際大会 

 ・2024 年 7 月イタリヤ・ミラノ個人戦ベスト 4 を含め完全優勝した。 

 ・2026 年 5 月３０日（土）３１日（日） 第 1 回アジア・オセアニア大会は 東京武道館で開催。 

  試合種別 個人戦①女子・男子 3 段以下②女子・男子 4 段以上、団体戦①女子②男子 

・世界大会 令和９年５月 20WKC 日本で開催する。 

・指導法及び試合・審判法の東西講習会（年 2 回）、中央講習（年 2 回） 

 ・東西講習は 8 年度見送り 

 ・全日本男子審判（範士）の審判研究会を初めて実施する。 

・後援講習会（指導法、日本剣道形、試合、審判、幼少年、女子）：20 県 

・2026 年（令和 8 年度）も概ね同様 

2．課題（財務・コンプライアンス） 

・財務（事業活動収支） 

 ・令和 6 年度 実績 ▲360 万円（世界大会派遣費用）役 5 千万円）を含む。 

 ・令和 7 年度 予算 ＋640 万円 

 ・引当金繰入（世界大会、退職金）、3 年に一度の世界大会を勘案すると、さらなる改善の必要性がある。 

   当面（20WKC）の対応として、寄付・スポンサーの募集を行なう。 

  永続的課題として、世界大会応援クラブ会員募集や登録料の値上げ。 

・コンプライアンスの徹底 

 ・不祥事発生のダメージのみならず、普及にとっても重要 

 ○コンプライアンスの重要性 ○剣道人口の減少 ○無くならない不祥事 

3．なぜコンプライアンスが重要か 

・企業においては様々な事案が発生 

 ・不正会計（粉飾）偽装（産地、データ）、その他（個人情報流出等）⇒最悪の場合倒産 

・スポーツ関係の場合、不祥事が起きると 

 ・社会が其のスポーツを敬遠、人気の下落 

 ・資金面では、登録料等減収・企業スポンサー撤退で、中央団体運営に影響⇒資金源を失う 

  事業縮小等・・・負のスパイラル 
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 ・当該個人にとっては、築き上げた地位・名誉の喪失、民事責任、（損害賠償）刑事責任 

全剣連は、決意を持って不祥事防止に取り組む！ 

3．剣道人口の減小 

・高校生人口：平成 15 年（2003 年）381 万人⇒令和 6 年（2024 年）292 万人 ▲23.4% 

・高校剣道部員数（高体連資料より） 

                         卓球  バトミントン   弓道    剣道     柔道   

 2003 年（平成 15 年）  67,062   95,713   65,162   59,382   35,628 

 2024 年（令和 6 年）  64,486  115,520   64,025   31,720   14,156 

 増減         △2,576    +19,807   △1,137  △27,662  △21,472 

 増減率        96.2%   120.7%        98.3%    53.4%    39.7% 

・中体連 ：平成 15 年 122,526 人⇒令和 5 年 68,026 45％減 

・初段登録者数：平成 13 年 4.7 万⇒令和 5 年 2.7 万  43％減 

同年 13 歳（中 1）人口（131.5 万人⇒（106.5 万人） 20％減 

剣道人口増プロジェクトチーム（全剣連挙げて） 

4．無くならない不祥事 （全剣連への告発、新聞報道等 

        令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 

 総 件 数    14 件    15 件   20 件    35 件   43 件    55 件 

 実名告発等     8 件     9 件   18 件    258 件   23 件    38 件 

 実名告発者が増 ⇒ 深刻な事案が多くなっていないか 

 （報道案件） 

 ・傷害容疑で 37 歳教諭逮捕、生徒全治不詳ケガ（茨城県） 

 ・指導者、小 1 女児を木刀で殴打、略式起訴（東京都） 

 ・教え子にわいせつ行為、逮捕・有罪・執行猶予【スポーツ少年団等】 

 ・東海大福岡髙 いじめ 10 件「自殺一因」（福岡県） 

 ⇒ ハラスメント防止リーフレット（普及委員会） 

＊令和 8年度全剣連の事業計画、事業日程は、剣窓４月号 P7～P16 を御覧下さい。 

○剣道普及に対する取り組み 奈良講師 

（剣道未来のプロジェクト（KFP）報告） 
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1 KFP 設置の背景・組織特性・目的 

・日本国内の人口の減少‘出生者数が此の 10 年で約 30％減少した。 

・剣道人口の減少（若年層の競合スポーツ増加、地域格差の拡大、指導者の高齢化。 

Ⅱ KFP 三大事業の内容 

①調査関係事業 ②広報関係事業 ③イベント等への「後援」/「応援」事業： 

Ⅲ 各事業の取り組み状況 

①調査関係事業：各種意識調査を実施し、新たな具体的施策の構築・実施に繋げる。 ②広報関係事業：シネア

ド（映画館 CM）、ハッシュタグキャンペーン「剣道をやろうよ 11」 ③イベント等への「後援」/「応援」事業： 

SMILE 剣道祭（横浜武道館武道場）、剣道まつり千葉県・福岡県イオンシネマ 映画「てっぺんの剣」等 

Ⅳ KFP 事業実施上の課題 

①特効薬的内容はない。②施策の検証には時間が必要③事業内容が固定化しづらい④柔軟性と予算精度の整合性 

まとめ：KFP は、試行錯誤の段階・しかし、必要不可欠な挑戦・全剣連そして剣道界全体の将来に直結する課題 

 



⑧ 試合・審判法（現状の課題他） 試合・審判委員会   香田講師・宇賀神講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○鍔競合いの悪い例：正しい鍔競り合いは、竹刀

を少し右斜めに手もとを下げ下腹部に力を込め相

合の鍔と鍔とで競合い攻撃の機会をつくる。 

○審判の位置取りの違い：中段同士と上段と中段

とで打突部位が見える位置取りをする。 

・瞬間的に剣先を付けるが残心（気構え、身構

え）が無いもの。 

・剣道への冒涜、威圧・精神的暴力。 

・首付近には、重要な気管・動脈等有重な臓器がある。 

・例 面を打った方に主審が面ありと宣告したが、取消をする場合「合議

の上、取消前の宣告をしてから取消の宣告・旗の表示」をする。 
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○大刀で制し又は打ち落し小刀で正面を打突し 

肱が伸び確り打突し要件を満たした場合有効 

となる。 

○自分の竹刀を少し右斜めにして手元を下げ鍔競

合いをする。二刀の場合、太刀を上に小刀を下に

して交差させる。太刀と小刀の間に一刀の太刀が

入る形になる。 指導要領 P67 
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○頭部・頸部などの打撲による障害（脳しんとうを含む） 

突きによる頸動脈損傷など喉頭部を含む障害（暴力的突き、向かえ突き、

突き上げ）竹刀の破損による眼などの外傷、施設・用具の不備などによる

事故、熱中症等の予防を行なう。 

○掛り稽古は、仕掛け技を使って短時間に気力を充実させ体力の続く限り全身

を使って打込む稽古方である。気力、体力を練り上げるのに効果的である。元

立ちは、掛手の状態・練度・健康状態に応じ効果的な稽古を心掛ける。 

 

○正しい姿勢で、身体を緊張させ手元を下腹部まで下げ、腰の位置で瞬間

的に打突動作の余勢で当り、相手の姿勢を崩しあるいは、自分の体勢を崩

さず技を施す。 

受け方は、腰を中心に僅かに踏出しながら体当たりをする心持ちで行な

う。 

 

○日常の生活習慣を顧みて体力・運動能力・（筋力・瞬発力・持

続力・調整力・間接の可動性など）の衰えを自覚させ予防す

る。また、させる。 

 

         指導委員会 松田講師 山中講師 
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*講習会で二人で頭・首を固定し腰・肩同調して横向けに 

し腰部の紐を解く。次に仰向けにして胸の紐を解く。 
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講習会資料 P70、71 基本指針から抜粋 

○所作事は、「日本剣道形」に準拠する。 

・木刀を使用し剣道を正しく体得させる。 

・木刀は、基本的には日本剣道形で用いているものとするが、幼少年は発育段階に応じ適したものを使用 

する。 

・習技は、集団指導によるもので、「元立ち」「掛り手」の呼称は相互に平等の立場で行なう観点による。 

・集団指導を効果的に進めるために、指導者の指揮の下に行なう。適宜、号令を導入するほか、錬度を高 

めるため「掛り手」だけの要領を繰り返し行なう等具体的内容や進め方について創意工夫を凝らす。 

・構え方は、全て「中段の構え」とする。打突の間合いは「一足一刀の間合」とする。個人の体格、筋力、 

技倆の程度などにより若干の差があることを指導する。打突は、物打ち（切っ先から 10 センチくらいの 

処）1 拍子（後足の引付けを伴う）で行なう。打突動作は元立ちが合気になって与える機会を逃さず的確 

に捉えて気合を込め行なう。足さばきは、送り足を原則として、すり足で行ない後足を素早く引付ける。 

掛声は、打突時にメン、コテ、ドウ、ツキと打突部位の呼称を的確に発声する。残心は、油断なく正対し 

中段の構えとなる。（身構え・気構え） 

 



 

 

日 本 剣 道 形 
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太刀の説明 

小太刀の説明 
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質疑応答 

閉会式模様 


